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1 はじめに

本稿は,「病弱・身体虚弱教育における進形教材・教具

の開発とその活用に関する研角 の一部をなすものであり、

病院内学級での造形活動における子どもの実態をもとに

教具 輔助力 の試作を行うための準備段階として,使用

する材料・用具の検討を行い,その報告を行うものである。

本研究は,病弱・嫡 弓教育における造形・美術教育

の可能性を探り,その教育に関わる動員が,実際に教育現

場で活用・応用することのできる造形教材・教具の開発及

び指導方法の提示 は材集の侑成)を行うことを目的とし

ている。本研究の一環として,静岡県立こども病院内に設

置されている病弱教室 訪問教育「きらら」において,担

当の教員と連携しながら造形教室 (「合同図Ilと も呼鋤

を継続的に実施している。造形教室は,長期・短期入院の

ため「きらら」に在籍している児童生徒を対象として,1

年に 2～3回のペースで実施している。造形教室で扱う教

材,ム 担当教員と打ち合わせを行い,病院内学級や児童生

徒の実態,学習環境などを踏まえながら,日標の設定及び

内容の決定を行つている。

現在まで,こ うした授業実践を通して,現場の教員と連

携をイ子いながら, ソフト面としての造形教材の聰

方法に関して検討を重ねてきている。。しかし子どもが造

形活動に意欲的に取り組もうとする反面,病気による身体

的な問題などにより,活動が制限される場面に多く出会つ

てきた。病院内学級の実践では,病気療養中であることを

把握し,その実態に合わせた教材・教具開発及U暇業過程

における指導などを行うことが重要となる。子どもの実態

に合つた教材・教具を用いることや指導を行うことで,造

形活動はより活性化される。病気療養中のため身体的に不

自由さを感じている子ども達の造形活動において,造形活

動を活ロヒするためには,それを補つてくれる教具 (補助

動 の役割は特に大きいといえる。

2 造形教材・教具開発に関ける課題

病弱教育の教科指導において,病弱用 甲の教科書な

どは特になく,普通教育のものを活用するしかない。しか

し,病弱教育は通常学級と異なる点も多く,一人一人の病

状に応じて,教育内容の精選や工夫が必要となる。子ども

達の病状は多岐にわたるため,必要とされる教材・教具や

指導方法もそれに合わせて多様となる。現場の教員には,

子どものそうした実態を把握しながら,個人にあつた細か

な造形教材・教具開発及びそれに伴う指導が求められる。

教具に関しては,既製のものを組み合わせて使つたり,そ

れに改良をカロえて活用したり,独自のものを作成したりす

るなどの様々な方法が考えられる
"。

ただ,文部省 (当 ltl

から発行されている文献などには,子どもの個々の実態に

応じた造形教材・教具の必要性やその準備 活用の重要性

は指摘されているものの,それを具体的に紹介しているも

のは少なく,提示されていたとしても文章による抽象的な

表記に留まっているものが多い。子どもの身体に合つた教

具 鋪助動 というハード面の開発は,造形活動の活性化

*葬 鄭
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のために必要不可なものであり,その仰成は急務の課題と

いえるだろう。

3 子どもの身体及び行動に闊する特徴や実態

教具 輪助騨 開発に向けて,子どもの身体及中 に関す

る特徴の実態把握は,重要な事項であるといえる。この考察に

ついては 前稿つで既に報告しており,子どもの身体及び行

動に関する特徴や実態としては 大きなものとして2つあ

げられた。 1つ 目は上Tttの力の弱さであり, 2つ目は,

行動範囲の制限であった。特に,入院中の子どもは,病気

療養中のため,体力が落ちていたり,病伏などにより動き

が制限されたりすることが多いため,■TLtの力の弱さが

特徴的である。造形活動において,活発に使用する LLtに

ついては点滴を行っている子が多く,その装置が腕や手の

甲などについているため,腕や手指などの力がとても弱し、

片腕し力勁 力せ なかったり、麻痺があり動かしづらかつた

りする子もおり,既存の用具を螺 する場合 活動が制限

されることが多い。子どもは「つくりたい」という気持ち

で積極的に活動に参加しようとするものの,造形活動が制

限される事例が多々あった 子どもはどんな場面でも,出

来るだけ自分の力でつくりたいという気持ちを強く持っ

ている。子どもが自分の力でできたという達成感や喜びを

感じるためには,教員が単にその活動を補うだけではなく,

子ども自身の動きを補う教具 鋪助則 が必要である。

4 教具 (補助動 を試作する題材について

(1)対象

対象は,長期・短期入院中の囃 國筵E・ 訪間教育「きら

ら1に在籍している児童生徒の中で,き ららに登校できる

児音牛徒である。参加対象や人数は児童生徒の体調により

定まっていないが,小学校から中学校までの幅広い児音を

徒を対象としている。毎日,ガ■ 生と中学生を合わせて,

2～10名程度の参加がある。

(2)授業形態

小学生と中学生が同時に参加する合同授業形態となっ

ている。授業の建行は授業者が担当するが,授業過程にお

ける指導に関しては,授業者ときららの教員やボランティ

アとして参加している大学生とともに,T・ T(チーム・

ティーチンの で行つている。

(3)授業目的

,授業日標は以下の4点である。

・つくることに興味・関心を持ち,表現することに喜びを

感じている。

・積極的に表現することを楽しんでいる。

・テーマから発想し,想像を広げてつくっている。

・材料の特性や用具の使い方を理解している。

病弱・鰤 教育において,実技を伴う教科は,自分

達の身体を動かし楽しみながら,生活の充実や蘭   (情

意面,社会性の141長なう の成長,生涯にわたる追求など

を可能にすることができ,病弱・j棒鐵鶉ヨ教育の大きな目

標である「学ぶことの楽しさを知り,個々の能力を開花,

発展さt生 涯を豊力ヽこ幸せに生きること」りに大きな役

割を担っているといえる。きららの教員との事前打ち合わ

せの中で,教員の児書生徒への願いは,き ららが児童生徒

にとって「楽しし嚇 ゝであつてはしいということであっ

た。つまり,き ららが児童生徒にとって「楽しいことを学

ぶ」場所であり,それが病気のため不安や苦痛,葛藤を抱

えている児童生徒にとって特に重要な教育日標になるこ

とが分かる。図画工作科・美術料の目標には,表現や鑑賞

の活動を通して「楽しいことを学ぶJという内容がある。

きららの児童生徒にとつて,このことが造形・美術教育に

求められている重要な教育目標であるといえる●。

(4)題材罐

本題材は,これまできららで何度も繰り返し実施してい

る題材であり,ホ ッチキス (ステープラー)を使用する活

動である。題材名は,「発見 !き らめき海底世界 みんな

でつくろうきららの淘 であり,透明ビニールシートを使

用した立体的な作品となる (図 1～ 2)い 。活動内容は「き

図1 魅 の就 偽晶 1/」 2ヽ・ 女→

０
４

図2 ホッチキスを使った活動の様子
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ららの向 をテーマにして,各自が想像した海に住む生き

物を製作していくというものである。子ども適 ま透明なビ

ニ‐ルシート(2機 に自分の想像した生き物を描いた後,

2枚のビニー/●シートを合わtそ の周囲をホッチキスで

とめ,袋状になった内側に様々な素材をつめていく。透過

性のある透明なビニールシートJ園甲するため,中に入れ

る素材の組み合わせや加工などの工夫を行いやすい題材

である。さらに,使用する素材が幅広いため様々な感覚を

働力せ ながら造形することができることや活動過程でか

たちや触感に変化が大きいこと,弱い力でも造形可能 錨

写,カロエなDで あることなどもこの題材の魅力である。

また,病院内学級という性質上,各自が作品を病棟に持ち

帰った際,作品のアルコール消毒が行しやすいことや作品

の重量が比較的軽いためベッドサイ ドに簡単に飾ること

ができるなどの利点もあげられる。

(5)材料・用具

使用した材料・用具は以下の通りである。

・ビニー7●シート 綽み 018耐 一人分約 35c nlXm c

ml

・マジック (水L油 性なυ

,中に入れる索材 (綿,ス トロー,折り紙,セロファン,

スポンジ,麻組,紙テープ,梱包用材,アルミホイル,

毛糸,紙粘土,モーノ́ ビーズなυ

・はさみ,ホッチキス,糊など

ビニっレシートの中に入れる索材としては,様々な触感の

あるものや加工が可能なものなどを中心に選択を行った。

また,その他にも,参考作品 (2～ 3鳥 や掲示物 lM・

海の生き物に関する写真なの の準備を行つた

(6)教具 鋪助則 の必要性

授業目標達成のためにR病 院内学級の児童生徒の実態

に合つた教材開発や表現の喜び・楽しさなどを感じるため

に児童生徒が自分ひとりの力でできたというヨ成感を感

じるための手立てが必要になつてくる。これまで 造形教

材開発の視点を考察し,ソフト面である教材開発について

取り組んできたが,児童生徒が活動を通して達成感や喜び

を感じるための手立てである教具 鋪助則 開発について

は,課題が残っていた

本題材では,マジックで描く→はさみで切る→ホッチキ

スでとめる→手でつめるという一連の活動を様々な用具

などを用いて行うことになる。先述したように,入院中の

子どもは,上下肢の力の弱さが特徴的であり,― にお

いて,ホッチキスでビニー77シートをとめる活動について

課題が多かつた 具体的にR既 製品のホッチキスではカ

を入れても押せない,または押しにくいという事例が多く

あった。また,ホッチキスの候用の際,片手では力が入ら

ないために,点滴を行っている手の上から別の手を添えて

両手で押そうとした子もいた。その際,教員がとつさにパ

ンチエイド 6紙を切りとる用動 を用し、 ホッチキスを押

す補助具として使用したことがあった パンチエイドはホ

ッチキス専用の補助具ではないが,その機能 (テ コの用

を応用してホッチキスの補助具として活用したところ,子

どもが軽い力でホッチキスを押すことができ,活動がより

活発になり,活動に対して楽しさを感じている様子が確認

できたつ。しかし,これはプラスチック製で,形状もホッ

チキスには合つていないため,ホッチキス本体が滑り安定

感がなく安全性が低いため,改善すべき点が多く見受けら

れた。そこで,今回,子どもの造形活動の活性化のため,

同様の原理を幅 し,ホ ッチキスに対応した教具 鮪助動

の製作を行うことにした

5 教具 (補助動 製作について

教具 勒 月 の試作でl丸 子どもの実態に合わせなが

ら,現場の教員が簡単に作成できるよう身近な材料・用具

を用いて,製作を行う必要があると考えた 内田裕子 C20041

底 筋ジストロフィーの患者さんのための 鴨画制作ポー

詢 の開発の際,その製品化においては地域の中ガ企業を

中心とする略 で製造することを視野に入れつつ,設

計図に従えば大学生でも製作できる形状である必要性を

示している。。地域の関連中イ企 業が「描画制作ボード」

の製作に携わることにより地域の素材の活用や活性化を

目指しつつ,活動に直接かかわる大学生が製作可能なもの

とすることで,患者さんの個々の要求に応じて 鴨 画制作

ボード」を適宜改良することも視野にいれている。。また,

池田吏志 12006)は西宮市立西富養護学校で行つた美術の

実践報告の中で,美術活動の幅を広げていく役割を担うも

のとして「自助具 い 」の必要性を述、 その作

成に自ら取り湘レンでいる。。日の前の児童十徒の実態をも

とに「自助具 G脚朔判助 」を作成する実践から餞 現場

教員の児童生徒に対する強い思いが伝わってくる。L
造形活動に力勁わ る文房具 (は さみホッチキスなυ や筆

などの商品が開発され,実際に発売されているものの,既

に学校現場で使用されている用具を補助するようなもの

はほとんど見られなし、 学校が抱えている様々な事情によ

り,ユニバーサル対応の用具を必要数購入できないことも

多い中,図画工作科や美断科の授業内に使用する頻度が高

いはさみや筆,ホ ッチキスなどについて児童生徒の身体の

特徴に合わせた工夫 徹具開勤 が必要となってくる。先

行研究からも分かるように,翻嚇醸詳りでは教具 鋪助

∫0 開発や製作目腱倒的に取り組む教員が多し、 物 囃

学校において,教具 備助つ の開発や製作成 勒

の重要な視点であるといえる。実隠 教具 佑詢力J論 の製

作に関する書籍も多く発売されており,製作羽頂などが公

開されているHPも ある。。こうした現状からみても,本

稿で製作する教具 (補助動 i丸 子どもの実態に合わせな
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がら,児童生徒に力功 わヽる現場教員が簡単に伯成できるも

のでなければならないと考えた 教具 鋪 助動 製作にお

いては,材料 用凡 目的,方法などの概点から多角的に

検討が必要となつてくる (図 3)。 特に,使用する材料や

用具については,現場教員が扱いやすいものな脚甲して試

作を行う必要があると考えた

図3 教具 臨助則 開発およUヽ期乍嚇

6 材料・用具などの検討

教具の試作にあたり,先述した目的 必要Dを踏まえ,

材料・用具について検討を始めた。その結果,主な材料と

して,木材割甲いることを考えた。教具は直接子どもが触

れ使用するため,手問 礫みが良く,独特のあたたかさが

ある木材が適当であると判断したためである。また,木材

には製作や使用時に以下のような魅力もあると考えた。

・加工がしやすい

。強度がある

・衝撃を緩和する

・軽い

しかし,こ うした材料の魅力のみを材料選択の判断基準

とした場a選択された材料が舞 にとって身近な馴

染みのある材料として認識されるの力擬間を持つた。池田

吏志 120061は,先の「自助具 (補明路動 」の作成にお

いて,スポンジや輪ゴム,針全 軍手などを用い,試作を

襲 いる。―
t・目麒 儲岡扉謝 製作R翡

教員が自ら製作可能な教具 哺助動 でなければならなし、

そのためには,単に材料の魅力のみで材料を選択するので

はなく,要腸教員にとって身近な材料・用具について分析

する必要があると考えた。馴染みのある材料や用具でなけ

れば,実際に現場教員の教具 (補助動 製作を促進するこ

とはできなしヽ

(1)学習樺 要領の分析

平成 21年 3月 に告示された特別支援学校 1/1哺培6・ 中

学帥 学習指導要領では,視蒐峨 聴覚障害者,肢体

不自由者又は病弱者である児書を徒に対して,各教科の目

標,各学年 1/1ヽ・中学機 の日標及び内容並びに指導計画

の仰成と内容の取扱いについては,小学校 。中学校学習指

導要領第2章に示すものに準ずるものとしている。。

そこでます イ■校・中学校の図画工作科及び実術科の

教科目標を表1にまとめた 図画工作科及び美術科の教科

目標は,造形への関心や意欲・態度,発想や構想の能力 ,

倉嵯 的な技能,鑑賞の能力の4つの観点で示される。病隅

者である児童生徒についても,これに準ずるものとされる

が,病弱者である児童生徒島 病気の状態や入院期間,心

理状態,学習の空自や遅れ,身体活動の制限など活動にお

いて把握すべき実態が多岐にわたるため,その実態を的確

に畑握し,教科目標を設定し,指導を行う必要がある。先

述したように,病院内学級においては,児童生徒が造形活

動を通して楽しさやつくりだす喜びを味わう過程で,生き

る楽しさや喜びを感じることが特に重要となる。病院内学

級においてlム まずは造形への関′Lや意欲,態度に関する

目標をしっかりと授業内に位置付けることが必要になる。

また,その目標達成のためにR児 童4徒が自分の力でつ

くりだ

一

びを感じることが重要となり,それを

可能にする材料・用具の選択や教具 輛助動 の開発が必

要となる.

次に,学習指導要領を参考に,図回上作科及び美術科で

用いる材料・用具について,表 2にまとめた。。また,特

別支援学校 (知的)の図画工作科及び美術科で用いる材

料・用具についても,表 3にまとめた l●
。

表2.3を比較してみると,表 2の方がより具体的に材

料・用具が示されているものの,表 3においても表 2に示

されているものと同様の材料・用具が用いられていること

が分かる。また,今回製作する教具 鶴助局 の材料とし

て取り扱おうとしている木材についての記載も確認でき

る。さらに,表 3では表2にはみられない建築・」鉢工業

用の姿嚇 加工用具,研磨機などの記載がみられる。

これは,特別支援学校 い Dで は,中学部において「職

業・剰曽詢 が設定されていることからも理解できる。哺

業・卸 餞  「明るく豊かな職業生活や家庭生活が大

切なことに気付くようにするとともに,職業生活及び家庭

生活に必要な基礎的な知識と技能の習得を図り,実践的な

態度を育てる。J。 ことを目的とする教科である。職業に

就くにあたっては,道具や機械の使い方,材料の取扱いな

どの初歩的な扱0ヽこ慣れることなどが必要とされる。内容

においても, 1蝶に関する基礎的な力胸  唯紗← 機械

等の取扱いや安全・衛生」を含む 9つの競点で示されてい

る。特に,「道具・機械等の取扱いや安全・衛生」では,
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作業に必要な工具類や農凡 工作機械の簡単な操作の仕方

などを理解する内容が示されている。それに加え,自他の

安全や衛生などに関する指導の必要性も示されている。特

別支援学校の教員は,図画工作科や美術科に加え,中学部

では「欄業・家動 の教科指導も行うことから, こうした

材料・用具の扱いに慣れていることが予想できる。

(2)教材・教具集の分析

今回臨 学習指導要領の分析だけでなく,現場の教員が

考案した教材やシステムなどが紹介されている書籍を参

考として,掲載されている実践内錮 動 の分析を行い,

鵜 中 に使用されている材料・用具につい

てさらに,折を行うことにした 分析に用いた書籍につい

ては 現場教員が執筆者として
― わっているものを選

択した 10。

これらの書籍には,造形活動に関するもののみならず

遊びや暮らしに鑑■できるものや子どもとコミュニケー

ション関係をつくるとントとして活用できるものなど幅

広く技機の紹介がされている。 これらの抽 J甲いられて

いる材料・用具を抽出し,一覧にまとめたものが表4であ

る。この表を見ると,学習指導要領の分析にもみられたよ

うに,材料としては人工的なものを中心に,幅広く様々な

種類の材羽や月具が用いられていることが分かる。表中の

「その他」にみられるような支援機器を操作するための

「スイッチ」作成に用いる特殊な材料などもあげられてい

るが,多くの材料・用具は図画工作科や美術科の授業でも

よく用いられるものであることが分かる。また,100円程

度で購入できる材料・用具を積極的に紹介するなど,安価

で購入できるものを多く紹介していることに気づかされ

る。文部省 (当哺 が発行している 励 問教育の指導の実

際」。の中でも,教材・教具に関して必ずしも手の込んだ

ものや見栄えのよい高価なものが学習の効果を上げるわ

けでないこと。が指摘されており,なる人く日常生活の

中にある身近なものから選び改良していく大切さが示さ

表1 図画工作科及び美術科の目標

れている。。また,学習指導要領分析の時と同様に,今回,

教具 鋪助具)製作に用いようと検討していた木材に関し

ては,多くの実践を通して,取り扱われていることが分か

った。また,木材は,知的障害児のための造形題材集 か

の中でも,教具 (補助動 製作の材料
2つ として取り上げら

れるなど,その活用が確認された。

当初は,材料の魅力のみを判断基準として,教具 (補助

動 製作の材料に木材を指定していたが,実際に学習指導

要領内にもその使用について示されているとともに,環場

教員も教材・
― lTlこおいて多 用々いていることが関係

書籍の分析により確認できた。また,本材加工に側甲する

可能性の高いのこぎりや金づち,ねじ,金具 サンドペー

パーなどについても学習指導要領又は関係書籍内に記載

があり,今回の教具 (補眈助 製作において使用可能であ

ると判断できる。

さらに今回,分析tJ甲いた書籍の 熱 ヽのカテゴリー

つて緞介されている題財において,使用されている材料・

用具に着目してみた 俵 5)。 表5よ り,材料について臨

普通学校の図画工作科や美術科の授業でも用いられてい

るものが多いが,使用している用具に特徴があることが分

析できる。例え成 ②の描く活動では,筆を使用するので

はなく,子どもの実態に合わせ,電動の水鉄砲を使用する

ことで絵の具を支持体に定着させている。また,⑤のロク

ロによる陶芸活動では,通常用いる電動ロクロを使用する

のではなく,よ り速度が遅い魚釣リゲーム (市販品)の土

台部分を電動ロクロとして使用している。通常,小学校や

中学校の図画工作科や美術科の授業では使用頻度の少な

い市販品などを子どもの実態に合わせて工夫し造形活動

において黒具として活用していることが分かる。表 5から

も,特別支援学校 鮨弱教育を詞 における造形活動の

活性化のためにL教 具 輛助動 の工夫が重要な点であ

ることが改めて確認できた

校
種 教 科 学 年

日標

遣形べの関心や魏 理度にけ る日編 発想や構想り麟九 創週

“

技能に関ける日襦 鍮わ 七 かこ関する日標

小
学
校
及
び
中
学
校

画
＋

図
エ

第■ 切

"学
年

進んでましたり見たりする菌康,■て―   (■ .

つくりだす■0そ味わうようにする.

造形活拡 ル み.勁
'な

職 するなどして 体
鉤 感汗 聞 飾 どをい せるようにする.

第3学年及び

第‐ 年
道んで表現したり鑑躙したりする饉度を青てるとと
もに つくりだす

=び
を味わうようにする。

材料をどから豊かな発襲 ,手や体全いを十分
に働かせ コン方を工美´ 違形01な 能力を仲ば
すようにする

身近にある作品などから よさや面白継 感レ取る
ようにする。

第 学年及び

第e年 鼎 [員Iη!辱1:]罷1ヒち犠艤

「

ると 材1■との特徴をとらえ.想僣力を置かせて発想
レ.=題の

“

方を構想するとともに,様々なヨン
方を工実ン 造形

“

唸能力を宙めるようにする.

綬しみのある作品などから よさや蒻 感じ取
るとともに それらを大切にするようけ る

美術

第1学年
絡 く美綺 活動に取り組み締 脅

"る
心情

を培t、 心塁かな生たに創し ていく意従 態庭
青てる

自然の造形や美術作品などについての基礎t唸
理婿 見方を広げ 美術文

`uこ

対する関心を●●
,

よさや美oさなどを味わう鑑質ゆ 能力を育てる.

祭 学年及び

第3学年

主体的に美綺の活動に取り組み美催 愛好する

心憚嗜澪め 心豊かな生活″綸雌していく意睫
態度を高略

自おの追形 美術作品や文(LIn虐などについて
の理解や見た 深め 心豊かに生きに とと実行
とのかかわりに関心をもち よさや美い などを味
わう鑑贅り歯力を高める.

55

身の回りの作品などから,面白さや頼 を塵 取
るよう(こする。

対康を見つ弼 取る力や想●力を固ゆ 壺かに
発機 構想ける能力や形や●膨などにょる表現の
技能を,に

`゛

,.意図に●して創意
…

く表
現する渤 を■てる.

対静嗜澤К見つめ榔 取る力やtll力を一月百め
独剌10総合Ⅲ 見方や考え方を颯 、豊かに発
想し構想ける能力や自分の表現族 創意工夫
し 創造的に表現する龍力を伸ば

'.
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表21ヽ学校や 中学校て用いる材料 用具について

教科 学 年 材 I14や 用具につ いて 具体例

図ロエヤ

第1学年及び第
2学年

土 粘土 木 紙,クレヨン
,

パス はさみ,の り.簡単
なJヽ刀類など島受て箋熙ヽ
やすいもの

辮 用具

自然物れ て 上 糧 0小 石 わ 見 力餃 ,わ 寿 貝殻 ,

日や水 水など.人工の材料れ て 新聞綺 3ボール ● ビ
ニール妻 旬=ェ 紙袋 縄 υも.奎壼籍 コ詞檀 口眠など.

クレヨン パス(拗Mこもm.は さみ.

のり簡単な小刀錮など

第

…

第
黎

木切¨ 軌 打,水彩
絵の■ 小刀.凰 やヽす
いのこきり 

…

など

全学コ こ加えて 大切れ 板祐 墾 審議 何か0部品 3T水彩
織の■

刷毛 Jヽ刀 れ やヽ九 0ヽおりが
など

第蝉 ■及び第
6警 針金 糸のこきりなど

これまでに経襲 たものに加え 厚みのある核比 口 五ヽ 蔵
針響じカラス漱 ど

糸のこぎりなど

美術

第■学年
自然のものから人工の材
料 地域p材料(粘上 炒
石 和紙.木,竹など)

身近な自然の材料や地ur入手しやすい材帖 薇ボールやボー

ル紙などの議 材,水彩綸の具 ポスタール ー綸ほ .色鉛
=鉛筆 ベン,パステル 色根 粘土 木 石 紙など

繁 ど

第2学年及び第
3学年

粘± ■さ 勲らかさ ― や,さ 温かさ 麒 などの特1彙
おらたもの 鉛筆 絵の具 写真,段ボール,布 粘■.針金.木 ,

石,幾,金属 プラスチック 廃品 廃材など
筆 彫刻刀など

表3特別支援学校(知的)で 用いる材料 用具について

教科 段 階 材料や用具につtヽ て 具体例

図ロエ↑

第颯 贈 土 木.額なわ 身近な材料
材料 月■

L炒 ,石,粘上 期 レ 自
続 紙

・
II・ 穆

木 アルミ五 奎き缶 草木

31金 ゴム,板枕 プラス
ティックなどの人工物

書日.春婉 働
=剤

0り
なの.クレヨン."“訊
わ ―ベン のり,粘着剤.

ステープラ_はさみ.へら
シγ ルヽ 錫 .ベンチ,

のこぎり きり,」 刀ヽ,くぎ.

ねじなどの本材加工月具,

金属l10■ 月■

筆 ヨ階 ■■.クレヨン はさみ のりなどの身逝●材料や月具

粋 階 いろいろな材料や用異

美術 いろいろな材料や用具

粘土 紙 石 布 木 金属
プラスティック.リノリューム
ニス.水性 油性塗札 建
築 土木工実用の資材など

水彩月具 塗装用ス 波着
剤 彫刻刀

“

,ぬ木材 全
属加二月具 糸のこ盤や研
磨崚、との電動工具ほと

表4学校現場で用いられている材料 月真一覧

材料 用具 その 他 1∞均

.新関紙
ラインテープ

〈体市館月)

マンックテープ

'0も
綸ゴム

'コム0も
(丸・ 平らなど)

浣層ばさみ

'発僣材
ペットボトルの

`た'サンドベーパー
ビニールレサー

コルク
発池スチコール

(燎・ 椰など)

布

紙 0囀砕 ど)

口用嬌

凛迪層
段ボール
ボール紙
ピーズ

掘
発池ウンタン

石
コー ド
ビニール

・針全
・エナメル線
・ クリップ
・爪付きナット
・ キャップボルト
・ コップフォルダー
・プラスチック贅コッ
プ
・llり 上めシート
・ボタン
・ トング
●皮

・ホース
(プラスチックなど)

・木
・対十
・木製の筒

●
板

・ 力材・ フイルムケー
ス
アルミニウム線

・ スポンジ 得 など)

ステレンボー ド

,ネ ジ
'ナ ット
,ヒ ートン
上め全具
(呼 )

菜警
ボルト
崚ナット
テープ
プラステック
テープ
ガムテープ
ラジオベンチ
榛■用
くポンドや幅など)

日団テープ
粘着テープ
ピニールテープ
ラミネーター
プ,カー
エアープラシ
水鉄砲
電勁糸のこ
■勁はきみ
■勁ドリル
はさみ

・スイッチ編
・棒スイッチ
・ スイッチ・ ラッチ&タ イマー
・ チャイルドスイッチ
・Sヽ回転台

ビニールボール
・BDアダプター

ビエゾビックアップ
マウス

・膊菫議具 (ピ タッと安定
ボールスタンド)

・ ロックラインクーラント
・ボールダブルクリップ
・ ラックポケット
・コードストッパー

・マルチクランフ
魚鉤リケーム
(■動玩具 :市晟静
サッカーケーム

…

:市厳わ

協カクリップ
目風綸
モーター
ボイスメモ
デジカメ
静僣電話
イヤホンマイク
CDラ ジカセ
バケツ
ピブサーバー
t"ジグソー
■,ロ ク
リモコン
バツコン
■■
アーム

・ レジ袋を幕り下げる取つ手

竹 トング
・ スノコ

木の覆 (コ ースター)

・調嗅1斗置き

く円形で回転するもの)

・ 清 り上め材
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7 教具 輛 助D製 作に向けて

ここで,教具 舗助即 製作に向けて,その課題や目的

などを整理しておく。

(1)教具 鋪助動 製作の課題

病院内学級の子どもの身体の制限による造形活動環境

の改善を行う。

(2)製作の目的と効果

病院内学級における子どもの造形活動の教具 儒助動

制作を通して,子どもが無理なく自分の力で造形活動 (ホ

ッチキスを押う を行うことが可能になる。その結果 子

どもの進形活動が促進される。

(3)壺娯 脩朝層論 の統

子どもだけで自立した活動が行えるような機能的形態

を有するものとする。

(4)教具 烙鵬場調 の特徴

構造・機能柿 単なものにし,特殊な材料や加工具を用

いなくても現湯の教員が製作できるものとする。使用する

材札 用具,方法については,本稿での中 や関

係書籍の分析をもとに選択することとする。

(5)教具 輛助動 製作lJ甲いる材料・用具・方法

本教具 哺助爵 製作におして 用いる材料・用凡 方法

を上記の分析から図4・ 5に示九 材相 こ木材を朗 する

ことについてiム 物 囀 の現場教員にとつて,木材

は身近な材料であると考えられ妥当であることが先の分

析により示された。また,その加工に必要になつてくると

予想されるねじやボル ト,Lカ ンなどをカロえた。用具につ

いては,木材加工に必要であり,分析から使用可能である

と判断したものを列挙した 方法についても,基本的な技

能の習得により実施可能な方法―
した

8 おわりに

教具 輛助動 の製作については,現場教員が自作でき

図4 使用する材料 用則こついて

図5 使用する略 について

るという観点のもと,本稿ではホッチキスの教具 哺助動

の材料・用具及び製作方法について険討してきた 本教具

榊 則 の設計については,実践の中で活躍したバンチ

エイドの機能と関係書籍内に掲載されていた「ハンマー打

ち器」"を雑 にして,既に試作を進めている。その製作

過程や具体的内容,使用した際の成果と課燿吸0嚇 につ

いては,次回報告することとする。

バ 、病院内学級「きらら」でホッチキスを用いた実践

を行つた際 子どもがホッチキスを自分ひとりの力で押す

管

ЭXC
′ ヽ
用具

ヽ ノ”
助

′ 二
ヽ

ざ り

7)(轟

表5美術で用いられている材料・用具一覧

番号 題材・技法など 材料 用具 倒紛
① 描 く 絵の具.Tシャツ 筆 (※掲載写真から確鋤

② 描く 〈戸

"
総の具,模遣紙

水鉄砲 (電効).BDアダプター

棒スイッチ.0も
エアープラシ
電源リモコン

③ 画板の紹介 段ボール紙 (l●あ)

④
革細工のための
ハンマー打ち器

木
止あ金具 (●F).ネ ジ,ナ ット

ハンマー

0 南芸 (ロ クロ) 粘土
魚釣リケーム (市販品)

BDア ダプター.木.段ボール

スイッチ・ラッチ&
タイマー

O マープリング 油性の染料

アタッチメント (カメラ固定用)

菜箸,アーム,0も ,スチロール

(棒 )

泡だて請
マトラー

② 描 く 絵の具.晨 筆.ゴム0も ,棒 スイッチ
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ために脳団噛誤している姿に出会ったゆ。既に先述したが,

子どもはどんな場面でも,出来るだけ自分の力でつくりた

いという気持ちを強く持っている。子どもが自分の力でで

きたという達成感や喜びを感じるためには,子ども自身の

動きを補う教具 儒助動 が必要である。特に造形活動に

おいては,教具 鮪功月 の役割は大きし、

今後はさらに,子どもたちの身体及び行動に関する実態

を踏まえ,試作や改良を行いながら,さ らに勝存研 具を

補助したり,級 を改善したりするようなハード面と

しての教具 (補助動 開発を目指していく。

辮

本研究は,H222年度絆罰形躙略勘金躍浮研究 lB)

227306871に よる。
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